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1.序論 

汽水湖の中海では，低気圧の通過による外海水位の上昇が湖内への海水流入を生じさせる一因となってい

る．しかし，低気圧の移動形態は様々であるにもかかわらず，移動形態の違いが外海水位に及ぼす影響に関

しては明らかにされていない．そこで本研究では低気圧がも

たらす気圧変化，風，降雨について移動経路や季節的変化の

違いから分類・整理し，低気圧が外海および中海の水位に及

ぼす影響について検討した． 
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2.中海の地勢・地形と観測データ 

図 1 に示すように，中海は北部が島根半島，南部が内陸地

によって挟まれ，東西方向は低地で結ばれている．そのため

東西方向の風が卓越しやすい． 
本研究では中海湖心で観測された 1998 年の水位，風速・

風向，気圧を用いた．本研究でいう低気圧期間とは，図 2 に

示すように，気圧が低下し，気圧の観測値と観測値の 97 時

間移動平均値が一致するような時から，その後気圧が上昇し

てから再び両者が一致する時までの間隔と定義した．気圧低

下量はその期間中の観測値と移動平均値の差が最も大きいと

きの値とした．また，水位上昇量についても同様の考え方で

算出した．ただし，天文潮を取り除くために，25 時間移動平

均値を水位の観測値とした．降雨量は，松江における観測値

を用いた． 
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3.低気圧の移動経路の特徴 

図 3 

日本の大半は温帯地方に属し，明確な四季がある．そのた

め出現頻度の高い気圧配置は季節ごとに異なる． 
日本に影響を及ぼす低気圧の移動経路は，図 3 に示すよう

に，日本海低気圧と南岸低気圧の 2 つに大別される．出現頻

度は季節ごとに異なり，冬季から春季にかけては南岸低気圧

のほうが多く，秋季になると日本海低気圧のほうが多い．ま

た，冬季には両方の低気圧が平行して通ることもある． 
4.低気圧の移動形態の違いが水位変化に及ぼす影響 
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)4.1 低気圧の移動経路及び季節的変化と水位変化の関係 

 低気圧の移動経路の違いから気圧と水位の関係を検討する．

図 4 は低気圧通過における気圧低下量と水位上昇量の関係を

示したものである．図中の 1cm/hPa は静的条件下における気

圧低下量に対する水位上昇量の割合である．日本海低気圧の

場合，多くが 1cm/hPa より上部にある．これは，気圧低下に

伴う吸い上げによって海水面が上昇するとともに，低気圧の

移動によって海面上昇が波動となって伝わる海水流動の影響

を受けることが原因と推測される．一方，南岸低気圧の場合，

図 4
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図 1 宍道湖・中海の周辺
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図 2 低気圧期間と気圧低下
日本周辺の低気圧の主な移動経路 
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 低気圧通過による気圧低下量

と水位上昇量の関係 
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日本海低気圧に比べて，気圧低下に伴う水位上昇は少ない．

これは太平洋側を通過する場合，海水流動の影響を直接的に

受けず，静的な気圧変化による影響で水位が決まるためと考

えられる．しかし，南岸低気圧は日本海低気圧に比べると，

非常にばらつきがある． 
 そこで，この気圧低下量と水位上昇量の関係を季節ごとに

まとめた．図 5 は，冬季および冬季以外における気圧低下量

と水位上昇量の関係を示したものである．冬季以外の低気圧

の場合，日本海低気圧，南岸低気圧のいずれも概ね 1cm/hPa
に従っている．冬季の場合，日本海低気圧は概ね 1cm/hPa に

従っているが，南岸低気圧は他の季節に比べてばらついてお

り，水位変化の要因として気圧変化以外の要因があると考え

られる． 
4.2 低気圧がもたらす風の特徴 

 低気圧がもたらす風は季節，移動形態の違いにより，様々

な変化をもたらしている．図 5 において冬季は同じ移動経路

でもかなりのばらつきがあった．そこで南岸低気圧の

1cm/hPa より下方にある低気圧を Group1，上方にある低気

圧を Group2 とし，それぞれの風速・風向の特徴を図 6 に示

す．Group1 の場合，比較的北東方向の風が卓越しやすい．

Group2 の場合，西や東の方向に風が卓越しやすい．図 6 では

西方向の風が吹いているが東方向の風が吹く場合もあった． 

図 5 冬季と冬季以外の低気圧における気

圧低下量と水位上昇量の関係 
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Group2 図 4の南岸低気圧で 1cm/hPa のラインより下方にある低気

圧について気圧低下に伴う静的な水位上昇分(1cm/hPa)を除

いた水位の変化量(水位低下分)と，期間中での風の北東成分の

最大風速との関係を図 7 に示す．風の北東成分が大きくなる

とともに水位低下分も大きくなる傾向にある． 
4.3 低気圧がもたらす降雨の特徴 

 冬季に通過した日本海低気圧および南岸低気圧のそれぞれ

の通過期間における降雨量を図 8 に示す．南岸低気圧のほう

が多量の降雨をもたらす傾向にある．これは冬季に限らず，

どの季節に関しても概ね同様の傾向があり，年間において各

低気圧期間での降雨量の平均値は日本海低気圧が 8.1mm，南

岸低気圧が 20.3mm であった．  

図 6 冬季の南岸低気圧 Group1 と

Group2 の風速・風向の特徴 
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5.結論 

 本研究で得られた知見を列挙する． 
(1) 気圧低下に伴う水位上昇量は日本海低気圧の場合，概ね

1cm/hPa(静的条件下における気圧低下量に対する水位上

昇の割合)より大きくなる．南岸低気圧の場合，ばらつく

傾向にあり，これは特に冬季に顕著である． 

図 7 南岸低気圧の気圧低下による水位上昇分を除い

た水位低下量と北東成分の最大風速の関係 

(2) 風について，冬季の南岸低気圧の場合，1cm/hPa よりも水

位が上昇しない低気圧 (Group1) と上昇する低気圧

(Group2)で分類すると，風速・風向の傾向が異なり，主に

北東風が卓越した時に水位が上昇し難くなる． 
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(3) 降雨に関して，日本海低気圧より南岸低気圧の方が多量の

降雨をもたらす傾向にある． 図 8 冬季の低気圧期間の降雨量 
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